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一
、
仙
台
支
部
誕
生
ま
で
の
経
緯 

（
昭
和
二
三
年
～
昭
和
三
三
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宮
城
県
に
初
め
て
法
の
種
が
蒔
か
れ
た
の
は
昭
和
二
三
年
仙
台
市
の
鈴
木
八
千
代
さ
ん
で
し
た
。 

そ
の
後
、
角
田
、
岩
沼
、
桃
生
と
続
き
、
下
馬
、
白
石
、
岩
切
、
大
代
、
丸
森
名
取
、
七
ヶ
浜
、 

中
新
田
、
栗
駒
の
各
地
域
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
頃
の
教
団
組
織
は
導
き
の
親
子
関
係
を
主
軸
と
し
た
縦
系
と
な
っ
て
お
り
、
在
京
の
支
部
は
第 

一
支
部
と
い
う
よ
う
に
数
字
支
部
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
三
年
頃
に
は
仙
台
地
区
に
二
十
を 

越
す
数
字
支
部
系
統
の
会
員
が
お
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 

 
 
 

 
 
 
 

【 
 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
二
三
年 

（
一
九
四
八
年
） 
 

六
月 

 
 
 

鈴
木
八
千
代 

入
会
（
六
二
支
部
）  

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

八
月
十
一
日 

宗
教
法
人
令
に
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
制
高
校
発
足 

宗
教
法
人
立
正
交
成
会
と
な
る 

七
月
二
九
日 
 

 
 

斉
藤
米
吉 

入
会
（
仙
台
市 

三
八
支
部
） 

 
 

 
 

 

十
一
月 

 
  

 
 

笹
森
優
恵 

入
会
（
角
田
町 

十
九
支
部
）
導
き
親 

松
木
恵
津
予 
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昭
和
二
四
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

 

八
月
二
八
日 

青
年
部
発
足 

 
 

 

昭
和
二
六
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

十
月
十
七
日 

新
宗
連
発
足 

本
会
加
盟 

 
 

 
 

昭
和
二
七
年 

 
 
 

四
月 

 
 
 
 
 

松
木
教
雄 

入
会
（
河
南
町 

九
支
部
）
導
き
親 

及
川
育
子 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
十
四
日 

長
沼
基
之
初
代
理
事
長
就
任  

 

ラ
ジ
オ
「
君
の
名
は
」
開
始 

 

昭
和
二
七
年
入
会
の
松
木
さ
ん
は
家
業
の
農
業
を
妻
や
姑
に
ま
か
せ
東
京
の
本
部
ま
で
行
き
信 

仰
を
深
め
ま
し
た
。
松
木
さ
ん
は
在
京
幹
部
の
間
で
「
宮
城
県
で
一
所
懸
命
に
信
仰
し
て
い
る
人
」 

と
噂
に
な
り
、
時
と
し
て
第
九
支
部
以
外
の
総
戒
名
の
祀
り
込
み
を
依
頼
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

そ
し
て
、
在
京
幹
部
さ
ん
の
ご
指
導
に
従
っ
て
宮
城
県
内
を
オ
ー
ト
バ
イ
で
く
ま
な
く
走
り
回
り
、 

他
の
支
部
の
和
地
さ
ん
、
谷
村
さ
ん
や
山
崎
さ
ん
、
志
賀
野
さ
ん
と
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま 

し
た
。 

  

昭
和
二
三
年
入
会
の
笹
森
優
恵
さ
ん
の
ご
息
子
克
典
さ
ん
の
回
想 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
教
会
発
足
五
十
周
年
を
迎
え
、
一
昨
年
亡
く
な
っ
た
母
の
信
仰
生
活
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。 

母
は
昭
和
二
十
三
年
東
京
・
渋
谷
の
親
戚
の
人
に
導
か
れ
十
九
支
部
に
所
属
し
ま
し
た
。
当
時
は
導 
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き
の
親
子
関
係
で
、
導
き
を
す
る
と
東
京
へ
行
き
幹
部
さ
ん
が
来
て
お
祀
り
込
み
を
し
ま
す
。
幹
部 

さ
ん
が
帰
る
時
は
又
新
し
い
導
き
を
さ
せ
て
頂
き
東
京
に
行
く
。
そ
の
繰
り
返
し
で
本
部
通
い
が
続 

く
と
生
活
の
苦
し
い
我
家
で
は
汽
車
賃
を
捻
出
す
る
の
も
大
変
で
し
た
。
母
は
佼
成
会
の
教
え
を
実 

践
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
と
信
じ
き
っ
て
い
ま
し
た
。
仙
台
に
道
場
が
で
き
る
と
毎
日
の
よ
う
に
通
っ 

て
は
布
教
に
歩
き
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
車
も
な
く
交
通
の
便
も
悪
く
バ
ス
と
歩
き
だ
け
で
す
。 

地
元
角
田
を
は
じ
め
白
石
・
亘
理
・
丸
森
と
会
員
さ
ん
の
手
取
り
で
下
駄
は
す
ぐ
に
す
り
減
り
、
買 

う
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
父
も
一
ヶ
月
程
本
部
で
修
行
す
る
と
母
と
一
緒
に
手
取
り
導
き 

と
歩
き
、
法
座
や
宿
直
当
番
に
も
進
ん
で
参
加
し
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母 

は
以
前
に
も
増
し
て
ま
ず
人
さ
ま
と
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と｢

あ
り
が
た
い
、
あ
り
が
た
い｣

と
昼 

夜
を
問
わ
ず
と
ん
で
行
き
ま
す
。
始
め
は
、
佼
成
会
に
反
対
し
て
い
た
私
で
し
た
が
、
母
の
後
姿
を 

通
し
て
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
青
年
部
支
部
部
長
の
お
役
を
頂
き
、
母
と
同
じ
よ
う 

に
毎
日
手
取
り
に
歩
き
、
部
員
さ
ん
の
喜
び
や
幸
せ
が
自
分
の
喜
び
や
幸
せ
と
感
じ
る
事
が
で
き
ま 

し
た
。
母
も
そ
ん
な
思
い
で
只
ひ
た
す
ら
菩
薩
行
を
実
践
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。」 

  

角
田
支
部 

堀
米 

身
知
子
さ
ん
の
体
験 

「
昭
和
二
十
三
年
、
西
根
の
地
に
東
京
か
ら
来
て
立
正
佼
成
会
の
法
の
種
が
蒔
か
れ
ま
し
た
。
戦
争
中 

の
生
活
な
の
で
皆
様
も
大
変
で
し
た
。
そ
ん
な
時
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
皆
様
も
何
か
求
め
て 

い
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
一
生
懸
命
に
信
仰
に
す
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
振
り
返
っ
て
み 

れ
ば
色
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
私
の
家
で
は
次
か
ら
次
へ
と
病
気
の
ど
ん
底
の
生
活
で
し
た
。 
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そ
の
時
、
佼
成
会
の
お
導
き
を
頂
き
ま
し
た
。 

昔
、
東
京
の
本
部
に
汽
車
で
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
自
分
の
悩
み
や
苦
し
み
を
を
本
部
に
行
っ
て 

教
え
て
頂
き
、
家
に
帰
っ
て
来
て
教
え
て
頂
い
た
事
を
一
つ
一
つ
実
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
で 

は
、
昔
の
よ
う
な
暗
い
生
活
か
ら
明
る
い
生
活
に
変
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
ご
法
号
の
勧 

請
を
頂
き
ま
し
た
。
自
灯
明
・
法
灯
明
を
胸
に
ひ
め
て
毎
日
の
ご
供
養
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

よ
り
一
層
精
進
し
、
自
分
の
見
方
考
え
方
を
仏
さ
ま
の
教
え
に
照
し
合
せ
て
、
生
活
に
生
か
し
教
え
を 

実
行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」 

  

昭
和
二
八
年 

 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 

阿
部
恭
子 

入
会
（
渡
波
町 

五
十
七
支
部
）
導
き
親 

落
合
教
雄 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

紅
白
歌
合
戦
放
映
開
始 

昭
和
二
九
年 

 
 
 
 
 

 
 

山
崎
俊
男 

入
会
（
仙
台
市 

茨
城
支
部
） 

導
き
親 

杉
田
サ
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
第
五
福
竜
丸
」
被
爆 

 

五
月 

 
 
 

谷
村
典
孝 

入
会
（
仙
台
市 

三
十
三
支
部
）
導
き
親 

久
水
康
江 

 
 

 
 

 

 

昭
和
三
十
年 

 
 
 

十
一
月 

 
 
 

和
地
淑
恵 

入
会
（
仙
台
市 

四
十
九
支
部
）
導
き
親 

石
垣
某 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
テ
レ
ビ
局
を
開
局 
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昭
和
三
一
年 

 

一
月
七
日 

 
 
 
 

第
五
十
六
支
部
が
誕
生
し
勢
力
的
支
部
の
布
教
が 

県
内
に
統
合
的
な
形
と
し
て
現
わ
れ
始
め
ま
す 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
の
国
連
加
盟
可
決 

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」 

志
賀
野
充
代 

入
会
（
仙
台
市 

茨
城
支
部
）
導
き
親 

鈴
木
秀
太
郎 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

若
杉
よ
し
え 
入
会
（
仙
台
市 

茨
城
支
部
）
導
き
親 

鈴
木
秀
太
郎 

  

昭
和
三
二
年 

 
 

法
座
所
に
伊
藤
文
吉
宅
借
用 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
界
初
の
人
工
衛
星
成
功 

 

三
月
二
四
日 

 
 
 
 

本
部
布
教
班
を
招
き
大
会
開
催 

 
味
噌
醤
油
会
館 

四
百
名
参
集 

（
原
口
昌
子
第
九
支
部
長 

石
塚
益
弘
第
二
支
部
幹
部
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

宮
城
県
内
の
会
員
が
連
帯
感
を
強
め
た
の
が
本
部
布
教
班
に
よ
る
布
教
で
し
た
。
昭
和
三
二
年
の
第 

一
回
布
教
に
訪
れ
た
原
口
昌
子
第
九
支
部
長
は
次
の
よ
う
に
本
部
へ
の
布
教
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
こ
の
地
区
は
連
絡
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
今
回
が
初
布
教
で
す
。
法
座
所
は
第
三
三
支
部 

の
伊
藤
文
吉
氏
宅
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
信
者
は
非
常
に
求
め
て
お
り
ま
し
て
、
所
属
会 

員
二
一
八
名
に
対
し
て
他
支
部
の
方
も
か
け
つ
け
ま
し
て
四
百
名
と
い
う
好
集
合
で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
地
区
に
は
試
み
の
布
教
で
あ
り
ま
し
た
が
、
信
者
は
非
常
に
喜
び
ま
し
て
、
こ
の
布
教
を
異
状 

の
感
激
を
も
っ
て
迎
え
て
お
り
ま
し
た
」 
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本
部
布
教
班
は
昭
和
三
三
年
の
仙
台
準
連
絡
所
発
足
に
至
る
ま
で
度
々
仙
台
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し 

て
在
京
の
数
字
支
部
系
統
の
幹
部
さ
ん
は
連
絡
所
発
足
に
必
要
な
五
百
世
帯
を
達
成
す
る
た
め
に
互 

い
に
競
っ
て
仙
台
市
や
そ
の
周
辺
を
訪
れ
て
、
自
ら
の
系
統
の
教
勢
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。 

宮
城
県
に
お
け
る
教
勢
は
、
こ
う
し
て
昭
和
三
二
年
の
一
、
五
四
一
世
帯
が
三
三
年
に
は
二
、
四 

一
三
世
帯
に
増
加
し
ま
し
た
。
教
勢
の
増
加
に
伴
い
宮
城
県
内
で
も
よ
う
や
く
和
地
章
雄
さ
ん
、 

谷
村
典
孝
さ
ん
、
松
木
教
雄
さ
ん
、
志
賀
野
充
代
さ
ん
に
な
ど
に
曼
荼
羅
が
本
部
に
よ
っ
て
勧
請
さ 

れ
、
宮
城
県
に
お
け
る
佼
成
会
の
幹
部
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

九
月
十
日 

妙
佼
先
生
が
遷
化
（
六
七
歳
） 

昭
和
三
三
年 

  
 

  

三
月 

 

秋
葉
身
知
子 

入
会
（
石
巻
市 

四
十
五
支
部
） 

導
き
親 

三
上
ふ
み 

 

六
月 

 
 
 

仙
台
地
区
布
教
大
会
開
催 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

一
月 

教
団
創
立
２
０
周
年 

 
 
 
 
 
 
 

一
万
円
札
発
行 

（
仙
台
市
公
会
堂 

千
五
百
人
参
集
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
真
実
顕
現
の
時
代
』 

 
 
 
 
 
 

東
京
タ
ワ
ー
完
成 

 

 
 

 

宮
城
県
内
の
連
絡
所
発
足
に
む
け
て
の
努
力
は
、
宮
城
県
の
幹
部
の
活
躍
に
よ
り
一
層
の
連
帯
感
を 

強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
三
年
に
仙
台
市
公
会
堂
で
行
わ
れ
た
仙
台
地
区
布
教
大
会
に
は 

二
十
支
部
、
千
五
百
人
の
会
員
が
参
集
し
て
互
い
の
存
在
を
確
か
め
合
い
結
束
を
か
た
め
ま
し
た
。 
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指
導
に
あ
た
っ
た
石
井
君
枝
第
二
二
支
部
長
は
、
宮
城
県
の
会
員
に
つ
い
て
「
支
部
単
位
の
狭
い
気 

持
ち
を
捨
て
て
、
連
絡
所
中
心
に
な
っ
て
和
に
な
っ
て
精
進
し
て
い
け
ば
、
将
来
発
展
す
る
見
込
み 

が
あ
る
」
と
本
部
に
報
告
し
て
い
ま
す
。 

  

六
月
二
十
日 

仙
台
準
連
絡
所
発
足 

（
主
任 

和
地
章
雄
） 

遠
藤
正
之
助
宅
の
二
階
を
借
用 

 

大
会
の
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
同
年
六
月
二
十
日
に
仙
台
準
連
絡
所
が
発
足
し
、
主
任
に
は
和
地
章
雄 

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
和
地
さ
ん
は
家
業
の
旅
館
業
を
妻
に
ま
か
せ
、
仙
台
周
辺
に
住
む
三
十 

以
上
も
の
支
部
系
統
会
員
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
月
二
十
日 

仙
台
準
連
絡
所
に
大
曼
荼
羅
鎮
座
式
挙
行 
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【
昭
和
三
三
年 

仙
台
準
連
絡
所
大
曼
荼
羅
鎮
座
式
】 

ス
ー
ツ
の
男
性
は
和
地
主
任
さ
ん 
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【
仙
台
準
連
絡
所
大
曼
荼
羅
鎮
座
式
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

現
在
（
平
成
二
一
年
）
の
連
絡
所
外
観 

 

 
 

 

  



 10 

【
仙
台
準
連
絡
所
時
代
の
修
行
の
様
子
（
昭
和
三
三
年
頃
）
】 

仙
台
道
場
建
設
に
釜
石
・
石
巻
の
東
北
教
会
の
会
員 

さ
ん
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
前
列
左
の
男
性
は
釜
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
か
ら
鈴
木
豊
、
秋
山
、
半
沢
、 

支
部
及
川
会
計
さ
ん
。（
後
の
第
三
代
仙
台
支
部
長
） 

 

連
絡
所
の
庭
に
む
し
ろ
を
ひ
い
て
修
行
し
ま
し
た 

 
 
 

志
賀
野
部
長
、
灰
島 
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【
仙
台
準
連
絡
所
時
代
の
修
行
の
様
子
（
昭
和
三
三
年
頃
）】 

後
列
左
か
ら
志
賀
野
、
安
田
、
阿
部
、
二
人
お
き
山
寺
、
秋
山 

 
 
 
 
 
 

後
列
左
か
ら
安
田
さ
ん
谷
村
さ
ん
前
山
さ
ん 

 
 

後
列
左
か
ら
阿
部
さ
ん
谷
村
さ
ん 

前
列
左
か
ら
野
崎
さ
ん
子
供
、
秋
山
、
畑
、
一
人
お
き
大
場
、
森
、
和
田
、
菊
地 

 
 
 
 

前
列
升
沢
さ
ん
伊
藤
さ
ん 

 
 
 
 
 
 

 
 

前
列
升
沢
さ
ん
前
山
さ
ん 
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【
昭
和
三
十
年
代
の
仙
台
駅
】 

 
 
 
 
 
 

 

【
昭
和
三
十
年
代
の
一
番
町
】 

 
 
 
 
 
 

【
昭
和
三
十
年
代
の
仙
台
七
夕
】 

四
代
目
の
駅
舎
（
現
在
（
平
成
二
一
年
）
は
五
代
目
） 

 

中
央
を
車
が
走
っ
て
い
ま
し
た 

 
 

 


